
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年２月１０日（金） 第３３号（１９９） 

      学校だより 

子どもたち一人一人が笑顔ですごす学校をめざして 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 
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１、漢字の問題です。 

学校の渡り廊下に、漢字クイズの問題を貼っています。 

これは少人数指導の綾部先生が、子ども達が学習に興味をもって取り組むよう

に、工夫した「漢字のたし算」の問題です。 

 それでは、いくつか問題を見ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  読書が好きになる。知らない字がたくさんあると、本をすらすら読むことが難

しくなります。知っている字が増えるとすらすら読めるようになり、本を読むこ

とが楽しくなってきます。 

③  作文の力が伸びる。自分の考えをもったり深めたりするときも、私たちは言葉

を使ってします。書く力（表現力）が伸びると考える力（思考力）も伸びます。 

④  ものごとを正しく認識する力が伸びる。低学年の子が６年生で学習する漢字を

見ると「線がたくさんあってごちゃごちゃしているなあ。」と感じます。その漢字

は線が何本あって、その中で一番長いのは何番目で、線の方向はどうなっている

のか、線のどことどこがくっついていて、どこが離れているのか。そんなことを

正しくとらえる力（認識力）が育ちます。「親」という字は「立」と「木」と「見」

からできていて「立」が左上、その下に「木」、右に「見」を左と同じ高さで書く、

ということが理解できていてはじめて書けるのです。漢字はこのように物事を分

解したり合成したりする力も伸ばします。 

⑤  集中力や姿勢を保つ力をつける。漢字を練習するときは④のことをよく見て、

注意深く書いていきます。その中で集中力がつきます。また、字を整えて書くた

めには姿勢をよくして書くことが大切です。（机とおなかはグー一個分開ける。ひ

じを机にのせない。足の裏は床にぺったん）姿勢を保つ筋力をつけます。 

前号のクイズの答えです。 

Ａ Ｂ 正解：Ｂが重い⇒支点イから端までの距離が、アイより
もウイの方が長い。左右の重さは同じ
でも視点から端までの距離が長い方が
重くなります。 

【問２】 【問３】 

 

Ｑ：１本のニンジンを糸でぶら下げて、水平になる

ようにします。糸をつるしたところから左右に２

つに切ると、切ったニンジンは左右、同じ重さで

しょうか？ 

ア 

イ
ア 

ウ
ア 

①  繰り返しやるドリル学習 

 いっぺんに覚えることは難しくても、繰り返しやることで身に付いてきます。

１週間に１回、２時間やるよりも、毎日１５分ずつやる方が定着します。 

②  興味をもたせる工夫 

 漢字は表意文字です。漢字の成り立ち、意味、４字熟語、ことわざなどに興味

をもって学習するとよいです。 

③  読める⇒書ける⇒使うへ 

せっかく覚えても使わなければ忘れてしまいます。本や新聞を読んで分らない漢

字や言葉が出てきたら、３年生以上はさっと辞書を引く習慣をつけることも大切

です。 

     

 

 

 学校ではどの学年も「漢字」などを書く学習を行っています。小学校の学習の

中で「漢字学習」は大きなウェートを閉めているといってもよいでしょう。では、

なぜ漢字の学習が大切なのでしょう？漢字を学習することでどのようなよいこ

とがあるのか考えてみましょう。 

 

①  ものごとの理解が深まる。人は言葉で物事を理解します。語彙が増えて言

葉が豊かになれば、ものごとをイメージしやすくなります。漢字はそれ自体

意味をあらわす「表意文字」です。「手を合わせてひろうから『拾う』なんだ

な。」 

２、漢字を学ぶ意味は 

３、漢字の学び方 


